つた。 自分 は 腰をおろして 休む と 眠気が 出る、 さう い 

ふ 時にはう たたね をす る。 もう 冬 外套 を 著て ゐ たので、 

顔 を ひくく して 外套の 襟のと ころに うづめ る やうに し 

て 眠る、 十五 分 間 も 眠れば また 起きて 歩み だすと いふ 

具合で ある。 歩く 道 は 極めて 細い けれども、 兎も角 農 

民が その 道に 頼って 歩く と 見えて 辛うじて 道の 形態 を 

なして ゐる。 道 は 最上 川の 流と 稍 離れて ついて 居り、 

その 間 は汎濫 帯で 少し 増水す ると 其処に 浸水す る やう 

になって 居る。 其処に は萱 だの 川柳な どが 生えて ゐ る。 

その 細い 道の 一 方 (最上 川の 流と 反対側) は 畑に な 

つて ゐて、 豆類の 収穫 はもう 了って 居る。 桐 や 其の 他 



向う 岸から 見る と 一つの 割目に なって 居て、 一種の 趣 

をな して 居る のであった。 

この 平凡な 細い 支流 は、 五十沢 川と いひ、 源 を追尋 

すると 畑地の 間 をと ほり、 今 宿の 部落 手前に かかり、 

人家の 前で は 洗濯 をされ たり、 野菜 を 洗 はれたり、 汽 

車の 線路 を 越え、 山地に 入り、 下 五十沢、 上 五十沢の 

部落 を 通り、 なかなか 遠い ところから 発して ゐ るので、 

自分 は そこまで たどる こと は 出来ぬ のであった。 

この 町の 東端に オボ ロケ 川と いふ 支流が 灑 いで 居る。 

この 名 は 尾花 沢 町の 一 部に 朧気 (オボ ロケ) とい ふ処 



が あり、 この 川が 其処 を 通過す るので この 名が ある。 

この オボ ロケと いふの はどうい ふ 意味で あらう か。 朧 

気と いふの は 必ず 当字 に 相違な い。 さう して ひょっと 

すると 愛 奴 語 か 何 かで あるの かも 知れない。 

大石 田から 尾花 沢に かけ、 石器時代の 遺物が 出で、 

大石田 浄願寺 境内な どで は 雨後に 石鏃が 露出す る くら 

ゐ であるから、 必ず 愛 奴 語 あ る ひ は その 訛な どが 遺存 

して ゐる やうに もお も はれ、 金 田 一 博士な どに 聞いて 

見たい 言葉で ある。 この 支流の 川口 は 大体 三 間ぐ らゐ 

で、 ふだん は 川原に なって 居り その 川原 を 流が 三つに 

も 四つに も 分かれて、 最上 川に そそいで ゐ るので ある _ 



の 町 は づれで 最上 川に 入る 朧気 川が、 かう いふ 処 から 

発して ゐ ると 思うて、 一 種の 満足 を 覚える だら う。 併 

しこれ はた だの 空想で、 病後の 体力が 未だ そこまで は 

行って ゐな いので ある。 

荒 町の 東に 延 沢と いふ 部落が ある。 延沢 は、 延沢 (野 

辺 沢) 能 登 守の 旧領で、 旧 城址、 八幡 神社、 竜 護 寺が 

あり、 六 沢に は 観音 堂が ある。 銀山の 盛な ころ は延沢 

銀山と 称へ た 程で ある。 

かう いふ 部落に も 興亡の 小 歴史が あり、 豊年と 凶年 

と 相 交代しつつ 現在に 及んで 居る ので ある。 また、 部 

落の 古文書な どに、 『大雨 洪水、 村 山 郡 諸 川 沿岸 被害 多 



の 有様 も 大体 同じで、 数条の 川に なって そそいで ゐる。 

そこ を 鮎 も さかのぼ るので、 丹 生 川の 鮎 だとい つて 賞 

美され て 居る。 また、 川 前の 最上 川 は 秋 鮭の 取れる と 

ころで、 はるばる 海からの ぼって くる 雌雄の 鮭 を 取る 

ので ある。 このへんに 鮭の 集まる の は、 水温の 関係 だ 

らうと いふが、 細い 調査の 出来て ゐる わけで はない が、 

鮭の 身に な つ て みれば 何 かさう いふ 好い 条件が あるの 

かも 知れない。 去年 (昭和 二十 年) の 秋、 一 日 川 前に 

遊び、 あの へんの 山 や 最上 川畔を 逍遥し、 水面から 鮭 

の 跳ね 躍る の を 見、 土産に 鮭 を もらって 来た ことがあ 

つた。 今年 は 体の 都合で それが 出来ない のが 心残りで 



ある。 

さて、 この 丹 生 川 を 下流から 上流に むかって 追尋す 

ると、 東へ 流れて 岩ケ 袋の 鉄橋 を 通過し、 尾花 沢 町の 

北方 を 流れ、 宮沢 村の 丹 生、 正 厳の 南 をと ほって、 中 

洲を 作ったり 支流 を 合したり、 稍 複雑な 形 貌を呈 しつ 

なめ ざ は 

つ、 一方 は 中島、 行 沢、 一方 は 北郷、 坂 本、 鶴 巻 田の 

もたい こやなぎ わたと 

間から、 南方へ 嚮を替 へ、 母 袋、 粟生、 下 柳 渡 戸 を 経 

て、 滝ノ 上、 鶴 子から なほ 南へ 走る。 そして 遠く 

ごしょやま 

御所山 ( 一 名 船 形 山) に その 源 を 発する ので ある。 

丹 生 川く らゐの 大きさに なれば、 いろいろの 土地、 

事柄に 関聯 を 持つ やうになる。 下 柳 渡 戸から 近い 銀山 



は 足 利 幕府 時代、 康正 年間と 伝 へられ、 長禄 元年から 

五十 年間ば かリは 栄えた。 今の 薬師 川が 宝 川と いふ 旧 

名 を 持って ゐ るの は その 繁盛 を 証明して ゐる。 それ か 

ら 一時 廃山と なった が、 慶長、 元 和に 至って 再興し、 

寛 永年間に 至って 繁昌 を 極めた。 寛 永 八 九 年 ごろ 其処 

の 人口 は 二十 万から 三十 万を算 へたと いふ 記録が 残つ 

て 居る。 一 日 一 人 三 合の 割当に しても なほ 足らず、 餓 

死す る 者が 続出した 程であった。 寛 永 十 一 年 幕府の 直 

営と なり、 十二 年 一時 御留山 (採掘 禁止) となり、 十 

八 年から 再 許可と なった が、 寛 永 も 二十 年 を 過ぎ 正 保 

元年 頃から 山が 衰退の 徴を あら はし、 それから 明治に 



だの、 御所の 宫 だの、 アマ ブタ (尼 二人) だのの 地名 

が あり、 又 前記の 正 厳な ども 順 徳院に 関係 ある ものと 

して 信用して ゐる 農民が 多い。 この 正 厳に も 御所 神社 

(御所 宫) が あり、 其 縁起に は、 『皇居 ヲ正厳 二 トシ』 

云々 と ある。 

元禄 二 年 芭蕉の 来たと き は、 別の 計画で は、 銀山 峠 

を 越え、 上ノ 畑、 銀山、 延沢を 経て 尾花 沢に 至る つも 

リ であった こと は、 最近 発見の 曾 良の 随行 日記に よつ 

て 明かに なった。 併し 芭蕉 は その 計画 を 変更し、 

なた ぎリ 

山刀 切 峠を越え、 堺田、 富 沢、 押切、 正 厳 を 経て、 尾 

花 沢に 至った のであった。 



尋る柳 かな』 とい ふ芭 蕉 の 句 は新庄 の 風流 亭 で 作った 

ことが 確実 だと すれば、 一 たん 大石 田から 船に 乗り、 

新庄に 上陸した ことと せねば 解釈が つかぬ ので ある。 

ここの 行為 は 自然で ない と 板 垣 氏 は 疑って ゐ たので あ 

つた。 然るに 計らず も 曾 良 の 随行 日記が 世に いづるに 

及び、 芭蕉 は大石 田から 船に 乗らずに、 陸路 を 新庄ま 

で 行った ことが 明らかにな つたので ある。 

〇 六月 朔日 大石 田ヲ立 (辰 刻)、 一 栄、 川 水、 弥陀 

堂 迄 送ル、 馬武疋 



新庄の 俳人 は 風流 (渋 谷 甚兵衛 )、 柳 風 (渋 谷 仁 兵 衛)、 

孤松 (加 藤 四 郎兵衛 )、 如 流 (今 藤 彦兵衛 )、 木 端 (小 

村 善 右衛門) 等で ある。 六月 三日、 天気よ く、 二人 は 

もと あ ひかい 

新庄を 立ち、 一里 半 程 行って、 本 合 海から 乗船した。 

それから 古 口で 乗 継し、 清 川 を 経、 雁 川で 下船した。 

それから 羽 黒へ 行って ゐる。 当時 は 船に 乗る にも 一 々 

添 状 を 頼りに した もので、 やはり 旅 は 難儀であった こ 

とが 分かる。 

芭蕉と 曾 良 は大石 田から 乗船し ようと 思って、 日和 

を 待って ゐ たが、 最上 川が 増水して、 なかなか 船が 出 

ない。 そこで 計画 を 変更して 陸路 を 行く ことにし たの 



つた。 十九 日、 養 泉 寺、 素英 (打 川 伊左衛門) 宅に 招 

かれ 奈良 茶漬の 御馳走。 廿日、 養 泉 寺、 廿 一日、 朝、 

小三郎 (似 休の 子) に 招かる。 夜、 遊 川 (沼沢 所左衛 

門) に 招かる。 清風 宅に 泊る。 廿 二日、 夜 素英に 招か 

る。 清風 宅に 泊る (？ )。 廿 三日、 夜 秋 調 (仁 左衛 門) 

に 招かる。 清風 宅に 泊る。 廿 四日、 夜 一 橋 寺で 食事、 

養 泉 寺 泊。 廿 五日、 大石 田から 川 水 訪問した が、 皆の 

都合 わるく 俳諧 を せずにし まった。 夜、 秋 調から 招か 

る。 廿 六日、 遊 川と 東 陽 (歌 川 平 蔵) と 逢 ふ。 

廿 七日、 始めて 天気に なった ので、 馬で 尾花 沢 を 立 

つて、 楣岡、 天童 を 経て 山寺 著。 巡拝、 坊に 泊る。 山 



形に 行かう としたが 止めた。 廿 八日、 馬で、 天童、 六 

田、 上 飯 田 を 経て、 午後 一時 頃、 大石 田の 一栄 宅に 着 

いた。 上 飯 田 迄 川 水出迎 へた。 廿 九日、 黒 滝 向川 寺 参 

詣 (曾 良 行かず)、 夕食 川 水 宅。 一 栄宅 泊。 卅日、 歌仙 

一巻 終了、 書 了。 六月 朔日、 大石田 出発。 かう いふ 順 

序で ある。 

最上 川の 支流 は、 なほ 下流に 向って 数 ふれば、 小国 

川、 鮭 川 (真 室 川 大沢川 合流)、 立 谷 沢 川、 赤 川 等が あ 

る。 赤 川 最も 大きく、 湯殿 山の 谿 谷から 発して、 酒 田 

近くで、 最上 川に 入って ゐる。 是 等の 支流と 本流との 

関係 は 学者の 論ずる ところで 有益で ある。 
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